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（
注　

第
二
章
）

（
1
）	

「
臨
時
教
育
会
議
官
制
ヲ
定
ム
」（JA

C
A

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）

R
ef.A

13100240300

「
公
文
類
聚
・
第
四
十
一
編
・
大
正
六
年
・
第
二
巻
・

官
職
一
・
官
制
一
」（
内
閣
～
内
務
省
）
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
2
）	

「
御
署
名
原
本
・
大
正
六
年
・
勅
令
第
百
五
十
二
号
・
臨
時
教
育
会
議
官

制
制
定
教
育
調
査
会
官
制
廃
止
」（JA

C
A

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）

Ref. A
03021108300

「
御
署
名
原
本
・
大
正
六
年
・
勅
令
第
百
五
十
二
号
・

臨
時
教
育
会
議
官
制
制
定
教
育
調
査
会
官
制
廃
止
」
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
3
）	

天
野
郁
夫
『
大
学
の
誕
生
（
下
）
―
大
学
へ
の
挑
戦
―
』（
中
央
公
論
新
社
、

二
〇
〇
九
年
）
二
八
七
～
二
八
九
頁
。

（
4
）	

同
右
、
二
八
九
～
二
九
〇
頁
。

（
5
）	

「
各
種
調
査
会
委
員
会
文
書
・
臨
時
教
育
会
議
書
類
・
二
ノ
一
速
記
録
綴

自
第
一
号
至
第
十
号
」（JA

C
A

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.

A
05021030500

「
各
種
調
査
会
委
員
会
文
書
・
臨
時
教
育
会
議
書
類
・
二

ノ
一
速
記
録
綴
自
第
一
号
至
第
十
号
」
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
6
）	

教
育
史
編
纂
会
『
明
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
』
第
五
巻
（
教
育
資
料
調

査
会
、
一
九
三
八
年
）
四
六
四
～
四
六
五
頁
。

（
7
）	

同
右
、
四
七
二
頁
。

（
8
）	

「
大
学
令
及
高
等
学
校
令
」（JA

C
A

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.

A
03033374600

「
枢
密
院
審
査
報
告
・
大
正
六
年
～
大
正
七
年
」
国
立
公

文
書
館
所
蔵
）。

（
9
）	

前
掲
『
明
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
』
第
五
巻
、
四
七
九
～
四
八
二
頁
。

（
10
）	

同
右
、
四
八
三
～
四
八
四
頁
。

（
11
）	

同
右
、
五
一
四
～
五
一
六
頁
。

（
12
）	

教
育
史
編
纂
会
『
明
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
』
第
六
巻
（
教
育
資
料
調

査
会
、
一
九
三
八
年
）
三
一
七
～
三
二
一
頁
。

（
13
）	

前
掲
『
明
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
』
第
五
巻
、
五
一
七
～
五
一
八
頁
。

（
14
）	

前
掲
『
大
学
の
誕
生
（
下
）
―
大
学
へ
の
挑
戦
―
』
三
八
五
～
三
八
六
頁
。

（
15
）	

同
右
、
三
八
六
頁
。

（
16
）	

同
右
、
二
〇
七
～
二
〇
八
頁
。

（
17
）	

同
右
、
三
八
八
～
三
九
〇
頁
。

（
18
）	

同
右
、
三
九
一
～
三
九
五
頁
。

（
19
）	 A

 Step Forw
ard in T

O
K

YO
 by the reverend H

 ST. G
eorge Tucker, 

M
.A

. , SM
, N

ovem
ber 1907, pp.907-908

（
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー

編
『T

H
E

 SPIRIT
 O

F M
ISSIO

N
S　

立
教
関
係
記
事
集
成
〈
抄
訳
付
〉』

第
三
巻
、
立
教
学
院
、
二
〇
一
一
年
、
一
九
三
～
一
九
四
頁
所
収
）。

（
20
）	

松
平
惟
太
郎
「
聖
公
会
神
学
院
史
」（『
神
学
の
声
』
第
三
巻
第
一
号
、
一

九
五
六
年
六
月
）
七
頁
。

（
21
）	

井
深
梶
之
助
「
基
督
教
教
育
の
前
途
」（『
開
教
五
十
年
記
念
講
演
集　

附

祝
典
記
録
』
宣
教
開
始
五
十
年
記
念
会
事
務
所
、
一
九
〇
八
年
二
月
）
七
四

頁
。

（
22
）	

同
右
。

（
23
）	

大
西
晴
樹
「
キ
リ
ス
ト
教
大
学
設
立
運
動
と
教
育
同
盟
」（『
基
督
教
学
校

教
育
同
盟
百
年
史
紀
要
』
創
刊
号
、
二
〇
〇
三
年
六
月
）
三
五
～
七
〇
頁
。

「
合
同
キ
リ
ス
ト
教
大
学
」
はunion C

hristian C
ollege or U

niversity in 

Japan

の
日
本
語
表
記
で
あ
り
、「
連
立
キ
リ
ス
ト
教
大
学
」
はfederated 

C
hristian C

ollege or U
niversity in Japan

の
日
本
語
表
記
で
あ
る
。

（
24
）	 T

he G
reatest C

hance in JA
PA

N
 by G

alen M
. Fisher. SM

, M
arch 

1911, p.218
（
前
掲
『T

H
E

 SPIRIT
 O

F M
ISSIO

N
S　

立
教
関
係
記
事

集
成
〈
抄
訳
付
〉』
第
三
巻
、
三
九
五
頁
所
収
）。
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（
25
）	

石
坂
正
信
「
基
督
教
主
義
聯
合
大
学
の
設
立
に
対
す
る
青
山
学
院
の
立

場
」（『
青
山
学
院
校
友
会
会
報
』
第
一
八
号
、
一
九
一
三
年
一
二
月
、
青
山

学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
。
青
山
学
院
一
五
〇
年
史
編
纂
本
部
・
編
纂
委

員
会
・
青
山
学
院
資
料
セ
ン
タ
ー
一
五
〇
年
史
編
纂
室
編
『
青
山
学
院
一
五

〇
年
史
』
資
料
編
Ⅰ
、
学
校
法
人
青
山
学
院
、
二
〇
一
九
年
、
二
一
八
頁
所

収
）。

（
26
）	

前
掲
「
キ
リ
ス
ト
教
大
学
設
立
運
動
と
教
育
同
盟
」
五
〇
頁
。

（
27
）	

「
合
同
基
督
教
大
学
設
立
計
画
之
次
第
概
要
」（
一
九
一
九
年
、
青
山
学
院

史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
。
前
掲
『
青
山
学
院
一
五
〇
年
史
』
資
料
編
Ⅰ
、
二

七
〇
～
二
七
一
頁
所
収
）。
こ
の
際
、
同
志
社
大
学
を
有
す
る
ア
メ
リ
カ

ン
・
ボ
ー
ド
も
キ
リ
ス
ト
教
合
同
大
学
構
想
に
反
対
し
た
。

（
28
）	

同
右
、
二
七
一
～
二
七
二
頁
。

（
29
）	

良
山
〔
元
田
作
之
進
〕「
立
教
大
学
の
抱
負
」（『
基
督
教
週
報
』
第
三
五
巻

第
一
六
号
、
一
九
一
七
年
六
月
一
五
日
）
一
頁
。

（
30
）	 Progress at Saint Paul’s C

ollege, Tokyo. By the R
everend C

harles S. 

R
eifsnider, LL. D

., President. SM
, O

ctober 1917, pp.683-684

（
立
教
学

院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
編
『T
H

E SPIRIT
 O

F M
ISSIO

N
S　

立
教
関
係
記

事
集
成
〈
抄
訳
付
〉』
第
四
巻
、
立
教
学
院
、
二
〇
一
三
年
、
一
四
二
～
一

四
三
頁
所
収
）。

（
31
）	

「
沿
革
概
略
」（『
立
教
学
院
立
教
大
学
要
覧　

大
正
八-

九
年
』
一
九
一
九

年
五
月
、
立
教
池
袋
中
学
校
高
等
学
校
史
料
室
所
蔵
）
一
二
頁
。

（
32
）	

同
右
、
一
八
頁
。

（
33
）	

「
設
立
の
趣
意
」（
前
掲
『
立
教
学
院
立
教
大
学
要
覧　

大
正
八-

九
年
』）

三
～
四
頁
。

（
34
）	

『
基
督
教
週
報
』（
第
四
一
巻
第
一
五
号
、
一
九
二
〇
年
六
月
一
一
日
）
六

頁
。

（
35
）	

「
熊
本
医
科
大
学
、
立
教
大
学
、
竜
谷
大
学
、
大
谷
大
学
専
修
大
学
ヲ
大

学
令
ニ
依
リ
設
立
ス
ル
件
ヲ
裁
可
セ
ラ
ル
」（JA

C
A

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料

セ
ン
タ
ー
）R

ef.A
13100580600

「
公
文
類
聚
・
第
四
十
六
編
・
大
正
十
一

年
・
第
二
十
二
巻
・
軍
事
・
陸
軍
・
海
軍
、
学
事
・
学
制
・
学
資
・
雑
載
」

国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
36
）	

同
右
。

（
37
）	

「
立
教
大
学
設
立
ノ
件
」（「〔
公
文　

大
正
十
一
年　

学
事
〕
私
立
学
校　

冊
の
60
」
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
38
）	

「
立
教
大
学
設
立
認
可
申
請
書
」（
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。

（
39
）	

前
掲
「
立
教
大
学
設
立
ノ
件
」。

（
40
）	

日
本
大
学
百
年
史
編
纂
委
員
会
『
日
本
大
学
百
年
史
』（
第
二
巻
、
日
本
大

学
、
二
〇
〇
〇
年
）
七
五
頁
。

（
41
）	

「
東
京
商
科
大
学
傭
教
師
英
国
人
ジ
ョ
ー
ジ
、
エ
ド
ワ
ー
ド
、
ラ
ッ
ク
マ

ン
、
ガ
ン
ト
レ
ッ
ト
勲
章
加
授
ノ
件
」（JA

C
A

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン

タ
ー
）R

ef.A
10113020100

「
叙
勲
裁
可
書
・
大
正
十
四
年
・
叙
勲
巻
五
・

外
国
人
」
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
42
）	

『
第
一
高
等
学
校
一
覧　

自
大
正
十
一
年
至
大
正
十
二
年
』（
第
一
高
等
学

校
、
一
九
二
二
年
）
一
二
四
頁
。

（
43
）	

前
掲
「
熊
本
医
科
大
学
、
立
教
大
学
、
竜
谷
大
学
、
大
谷
大
学
専
修
大
学

ヲ
大
学
令
ニ
依
リ
設
立
ス
ル
件
ヲ
裁
可
セ
ラ
ル
」。

（
44
）	
前
掲
「
立
教
大
学
設
立
ノ
件
」。

（
45
）	
「
大
学
設
立
認
可
ニ
関
ス
ル
文
部
省
専
門
学
務
局
ヨ
リ
ノ
通
牒
」（「〔
公
文　

大
正
十
一
年　

学
事
〕
私
立
学
校　

冊
の
63
」
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
。

『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、
立
教
学
院
、
一
九
九
六
年
、
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二
八
〇
～
二
八
一
頁
所
収
）。

（
46
）	

前
掲
「
熊
本
医
科
大
学
、
立
教
大
学
、
竜
谷
大
学
、
大
谷
大
学
専
修
大
学

ヲ
大
学
令
ニ
依
リ
設
立
ス
ル
件
ヲ
裁
可
セ
ラ
ル
」。

（
47
）	
「
立
教
大
学
消
息
」（『
基
督
教
週
報
』
第
四
五
巻
第
一
二
号
、
一
九
二
二
年

六
月
二
三
日
）
一
〇
頁
。

（
48
）	

同
右
。「
大
学
よ
り
」（『
立
教　

立
教
校
友
会
々
報
』
第
五
巻
第
二
号
、
一

九
二
二
年
七
月
）
五
頁
。

（
49
）	

「
立
教
大
学
学
則
中
変
更
認
可
」（「
学
則
、
規
則
に
関
す
る
許
認
可
文
書
・

大
学
」
昭
47
文
部00122100　

国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
50
）	

同
右
。

（
51
）	

「
大
正
拾
貳
年
参
月　

学
則　

立
教
大
学
」（
前
掲
「
立
教
大
学
学
則
中
変

更
認
可
」）。

（
52
）	

前
掲
「
立
教
大
学
学
則
中
変
更
認
可
」。

（
53
）	

前
掲
「
大
正
拾
貳
年
参
月　

学
則　

立
教
大
学
」。

（
54
）	

前
掲
「
立
教
大
学
学
則
中
変
更
認
可
」。

（
55
）	

前
掲
「
大
正
拾
貳
年
参
月　

学
則　

立
教
大
学
」。

（
56
）	

前
掲
「
立
教
大
学
学
則
中
変
更
認
可
」。

（
57
）	

前
掲
「
大
正
拾
貳
年
参
月　

学
則　

立
教
大
学
」。

（
58
）	

同
右
。

（
59
）	

『
官
報
』
第
二
二
〇
一
号
（
一
九
一
九
年
一
二
月
四
日
）
一
頁
。

（
60
）	

「
立
教
大
学
学
長
外
五
件
認
可
願
」（「〔
公
文　

大
正
十
一
年　

学
事
〕
私

立
学
校　

冊
の
62
」
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
61
）	

前
掲
「
立
教
大
学
学
則
中
変
更
認
可
」。

（
62
）	

前
掲
「
大
正
拾
貳
年
参
月　

学
則　

立
教
大
学
」。

（
63
）	

同
右
。

（
64
）	

同
右
。

（
65
）	

前
掲
「
立
教
大
学
学
則
中
変
更
認
可
」。

（
66
）	

同
右
。

（
67
）	

同
右
。

（
68
）	

「
立
教
大
学
授
業
料
変
更
認
可
」（
前
掲
「
学
則
、
規
則
に
関
す
る
許
認
可

文
書
・
大
学
」）。

（
69
）	

天
野
郁
夫
『
高
等
教
育
の
時
代
（
上
）
―
戦
間
期
日
本
の
大
学
―
』（
中
央

公
論
新
社
、
二
〇
一
三
年
）
二
八
五
頁
。

（
70
）	

同
右
、
四
〇
二
～
四
〇
八
頁
。

（
71
）	

前
掲
「
熊
本
医
科
大
学
、
立
教
大
学
、
竜
谷
大
学
、
大
谷
大
学
専
修
大
学

ヲ
大
学
令
ニ
依
リ
設
立
ス
ル
件
ヲ
裁
可
セ
ラ
ル
」。

（
72
）	

文
部
大
臣
官
房
文
書
課
編
『
日
本
帝
国
文
部
省
年
報
第
五
一
』
下
巻
（
文

部
省
、
一
九
二
七
年
）
附
録
七
〇
頁
、
文
部
大
臣
官
房
文
書
課
編
『
日
本
帝

国
文
部
省
年
報
第
五
二
』
下
巻
（
文
部
省
、
一
九
二
八
年
）
附
録
七
三
～
七

六
頁
。

（
73
）	

文
部
大
臣
官
房
文
書
課
編
『
日
本
帝
国
文
部
省
年
報
第
四
九
』
下
巻
（
文

部
省
、
一
九
二
五
年
）
附
録
五
八
頁
。

（
74
）	

文
部
大
臣
官
房
文
書
課
編
『
日
本
帝
国
文
部
省
年
報
第
五
〇
』
下
巻
（
文

部
省
、
一
九
二
六
年
）
附
録
六
四
頁
。

（
75
）	

文
部
大
臣
官
房
文
書
課
編
『
日
本
帝
国
文
部
省
年
報
第
四
八
』（
文
部
省
、

一
九
二
三
年
）
に
は
、
附
録
が
な
く
、
各
校
の
在
籍
者
数
な
ど
は
把
握
で
き

な
い
。

（
76
）	
前
掲
「
立
教
大
学
設
立
ノ
件
」。

（
77
）	

前
掲
「
立
教
大
学
学
長
外
五
件
認
可
願
」。

（
78
）	

前
掲
『
明
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
』
第
五
巻
、
五
一
五
頁
。
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（
79
）	

前
掲
「
立
教
大
学
学
長
外
五
件
認
可
願
」

（
80
）	

同
右
。

（
81
）	

前
掲
『
高
等
教
育
の
時
代
（
上
）
―
戦
間
期
日
本
の
大
学
―
』
一
二
七
～

一
二
八
頁
。

（
82
）	
同
右
、
三
九
九
頁
。

（
83
）	

立
教
大
学
資
料
室
「
立
教
大
学
諸
申
請
書
・
認
可
書
綴
⑴
」（
立
教
学
院
史

資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。

（
84
）	

「
教
員
の
呼
称
変
更
」（『
立
教　

立
教
校
友
会
々
報
』
第
六
巻
第
一
号
、
一

九
二
三
年
一
月
）
五
頁
。

（
85
）	

「
教
授
会
創
起
」（
前
掲
『
立
教　

立
教
校
友
会
々
報
』
第
六
巻
第
一
号
）

五
頁
。

（
86
）	

「
諸
規
程
綴
」
立
教
大
学
。

（
87
）	

同
右
。

（
88
）	

同
右
。

（
89
）	

「
立
教
大
学
諸
規
程
（
内
規
）（
写
）」（
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。

（
90
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
一
年
五
月
二
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
一
二

四
頁
）。

（
91
）	

『
立
教
学
院
一
覧
』（
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）
一
～
二
頁
。
こ

こ
で
一
九
〇
二
年
発
行
と
推
定
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
第
一
編
第
三
章
第
五

節
注
（
196
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
92
）	

「
須
藤
吉
之
祐
氏
事
務
所
長
に
再
任
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
六
三
号
、
一

九
二
八
年
四
月
一
四
日
）
三
面
。

（
93
）	 ”ST. PA

U
L’S C

O
LLE

G
E

 (RIK
K

YO
 D

A
IG

A
K

U
) 1915-1916” p.6.

（
94
）	

「
本
庄
季
彦
氏
事
務
所
長
を
退
く
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
六
二
号
、
一
九

二
八
年
三
月
五
日
）
三
面
。

（
95
）	

私
立
立
教
学
院
立
教
大
学
『
立
教
学
院
立
教
大
学
要
覧
』（
一
九
一
七
年
三

月
、
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）
一
四
頁
。

（
96
）	

前
掲
『
立
教
学
院
立
教
大
学
要
覧　

大
正
八-

九
年
』
一
四
頁
。

（
97
）	

前
掲
「
須
藤
吉
之
祐
氏
事
務
所
長
に
再
任
」。

（
98
）	

「〔
立
教
大
学
教
職
員
給
与
表
―
仮
題
―
Ⅰ　

一
九
〇
七-

一
九
二
三
〕」
立

教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
。

（
99
）	

『
基
督
教
週
報
』（
第
一
九
巻
第
二
一
号
、
一
九
〇
九
年
七
月
二
三
日
）
一

四
頁
、『
基
督
教
週
報
』（
第
二
九
巻
第
八
号
、
一
九
一
四
年
四
月
二
四
日
）

一
六
頁
。

（
100
）	

「
療
養
の
甲
斐
な
く
河
田
止
也
氏
逝
去
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
七
二
号
、

一
九
二
八
年
一
二
月
五
日
）
五
面
。

（
101
）	

「
文
部
省
当
局
に
呈
す
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
七
号
、
一
九
二
四
年
一
一

月
二
四
日
）
一
面
。

（
102
）	

「
築
地
だ
よ
り
」（『
立
教　

立
教
校
友
会
々
報
』
第〔

マ

マ

〕

一
巻
第
五
号
、
一
九
一

九
年
五
月
）
五
頁
。

（
103
）	

前
掲
「〔
立
教
大
学
教
職
員
給
与
表
―
仮
題
―
Ⅰ　

一
九
〇
七
―
一
九
二

三
〕」。

（
104
）	

同
右
。

（
105
）	

前
掲
「
立
教
大
学
設
立
ノ
件
」。

（
106
）	

「
事
務
所
の
整
理
」（『
立
教　

立
教
校
友
会
々
報
』
第
五
巻
第
四
号
、
一
九

二
二
年
一
一
月
）
五
頁
。

（
107
）	
「
常
務
委
員
会
組
織
変
更
」（
前
掲
『
立
教　

立
教
校
友
会
々
報
』
第
六
巻

第
一
号
）
五
頁
。

（
108
）	

「
大
学
行
政
の
基
／
幹
部
会
『
評
判
記
断
片
』」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
三

一
号
、
一
九
二
六
年
四
月
二
五
日
）
三
面
。
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（
109
）	

「
映
画
研
究
会
公
認
保
留
に
遇
ふ
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
二
三
号
、
一
九

二
五
年
一
一
月
一
日
）
七
面
。

（
110
）	
前
掲
「
立
教
大
学
授
業
料
変
更
認
可
」。

（
111
）	
「
就
職
斡
旋
の
詮
衡
委
員
会
生
る
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
五
九
号
、
一
九

二
七
年
一
二
月
五
日
）
三
面
。

（
112
）	

前
掲
「
須
藤
吉
之
祐
氏
事
務
所
長
に
再
任
」。

（
113
）	

「
六
課
制
施
か
れ
て
職
制
整
理
に
一
段
落
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
九
〇
号
、

一
九
三
〇
年
八
月
一
五
日
）
二
面
。

（
114
）	

前
掲
「
諸
規
程
綴
」。

（
115
）	

同
右
。

（
116
）	

同
右
。

（
117
）	

前
掲
「
立
教
大
学
諸
規
程
（
内
規
）（
写
）」。

（
118
）	

「
金
子
尚
一
先
生
に
聞
く
」（
一
九
八
八
年
二
月
九
日
）『
別
冊
英
米
文
学　

英
米
文
学
科
の
あ
ゆ
み

―
戦
前
よ
り
１
９
８
０
年
代
ま
で
』（
一
九
九
一
年

三
月
、
初
出
『
英
米
文
学
』
四
九
号
、
一
九
八
九
年
）
一
頁
。

（
119
）	

菅
円
吉
「
私
の
歩
ん
だ
道
」（『
立
教
』
第
六
〇
号
、
一
九
七
一
年
三
月
）

二
六
頁
。

（
120
）	

「
森
脇
先
生
聞
き
取
り
」（
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）
七
三
頁
。

（
121
）	

以
下
、
金
子
尚
一
「
大
正
後
期
の
立
教
学
院
」（『
回
顧
九
十
年
：
わ
が
師　

わ
が
友　

わ
が
学
園
』
聖
公
会
出
版
、
一
九
九
一
年
）
一
〇
七
～
一
一
五
頁
。

（
122
）	

「
愈
々
決
定
を
見
た
学
部
の
卒
業
論
文

―
発
表
が
遅
い
と
憤
慨
の
向
が

多
い
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
四
一
号
、
一
九
二
六
年
九
月
一
五
日
）
一
面
。

（
123
）	

文
学
部
で
卒
業
論
文
の
非
必
修
化
は
一
九
五
八
年
度
か
ら
で
あ
っ
た

（「
文
学
部
卒
論
問
題
決
る
／
提
出
は
任
意
に
／
英
米
・
社
会
学
科
は
来
年
度

か
ら
／
基
督
・
史
学
・
心
理
は
従
来
通
り
」『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
三
七
号
、

一
九
五
六
年
一
二
月
二
〇
日
、
一
面
）。

（
124
）	

「
寄
宿
舎
を
改
造
／
階
上
に
研
究
室
／
階
下
に
学
生
控
室
も
新
設
」（『
立
教

大
学
新
聞
』
第
一
一
九
号
、
一
九
三
三
年
一
月
二
三
日
）
三
面
。

（
125
）	

「
卒
業
論
文
提
出
終
わ
る
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
一
九
号
、
一
九
三
三

年
一
月
二
三
日
）
三
面
。

（
126
）	

高
垣
松
雄
「
築
地
か
ら
池
袋
へ
」（『
英
語
青
年
』
第
七
六
巻
第
九
号
、
一

九
三
七
年
二
月
）
二
九
六
頁
。
嘉
納
が
校
長
だ
っ
た
の
は
一
八
九
八
年
六
月

二
〇
日
ま
で
。「
当
時
の
学
長
」
と
い
う
表
現
だ
が
、
元
田
は
立
教
大
学
の

校
長
。

（
127
）	

金
子
尚
一
「
根
岸
由
太
郎
先
生
」（
前
掲
『
回
顧
九
十
年
』
二
〇
〇
頁
）。

略
年
譜
も
あ
り
。

（
128
）	

「
立
教
大
学
英
語
評
判
記
」（『
英
語
世
界
』
第
三
巻
第
六
号
、
一
九
〇
九
年

五
月
）
四
八
頁
。
前
掲
『
立
教
大
学
要
覧
（
大
正
八-

九
年
）』
一
五
、
一
七

頁
。

（
129
）	

一
八
九
〇
～
一
九
四
三
年
。
立
教
中
学
・
専
修
学
校
出
身
、
米
国
ケ
ニ
ヨ

ン
大
学
古
典
科
卒
、
一
九
〇
七
年
エ
ー
ル
大
学
院
専
攻
卒
業
、
帰
国
後
は
実

業
に
も
関
わ
る
。
平
山
育
男
「
旧
山
本
有
三
邸
施
主
で
あ
っ
た
清
田
龍
之
助

に
つ
い
て
」（『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
第
七
三
巻
第
六
二
九
号
、

二
〇
〇
八
年
七
月
）
一
六
二
六
～
一
六
二
七
頁
。

（
130
）	

金
子
に
よ
れ
ば
「
厚
木
の
素
封
家
」。
金
子
尚
一
「
よ
い
古
い
時
代
」（『
英

米
文
学
研
究
室
』
第
二
号
、
一
九
六
七
年
五
月
）
一
二
頁
。

（
131
）	
前
掲
「
よ
い
古
い
時
代
」
一
一
頁
。
金
子
は
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年

三
月
卒
業
。

（
132
）	

高
垣
松
雄
「
ロ
ウ
ヱ
ル
女
史
の
詩
風
」（『
ア
メ
リ
カ
文
学
』
研
究
社
、
一

九
二
七
年
）。
後
藤
昭
次
「
高
垣
松
雄
と
大
正
末
期
日
本
の
ア
メ
リ
カ
文
学
」



488

注　第二編　第二章

（
立
教
大
学
ア
メ
リ
カ
研
究
所
編
『
ア
メ
リ
カ
研
究
シ
リ
ー
ズ　

日
本
に
於

け
る
ア
メ
リ
カ
文
学
研
究
の
先
駆
者
た
ち

―
高
垣
松
雄
を
中
心
に
』
第
三

号
、
一
九
七
八
年
三
月
、
二
〇
頁
所
収
）。

（
133
）	
金
子
尚
一
「
高
垣
松
雄
さ
ん
の
こ
と
」（
前
掲
『
回
顧
九
十
年
』
二
一
七

頁
）。

（
134
）	

津
田
亮
一
「
重
た
い
ふ
ろ
し
き
」（『
英
米
文
学
研
究
室
』
第
二
号
、
一
七

頁
）。
津
田
亮
一
は
一
九
三
七
年
入
学
。

（
135
）	

英
九
朗
「
英
文
科
風
景
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
一
巻
九
月
号
、
一
九
三

四
年
）
一
〇
頁
。

（
136
）	

立
教
女
学
校
校
長
。

（
137
）	

武
藤
重
勝
「
哲
学
科
に
就
い
て
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
一
巻
一
〇
月
号
、

一
九
三
四
年
）
一
二
頁
。

（
138
）	

「
躍
進
す
る
研
究
室
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
六
巻
第
一
号
、
一
九
四
〇
年

一
月
）
二
面
。

（
139
）	

菅
円
吉
「〔
立
教
人
物
列
伝
（
四
）〕
杉
浦
貞
二
郎
先
生
へ
の
追
憶
」（『
立

教
』
第
一
六
号
、
一
九
六
〇
年
三
月
）
七
頁
。

（
140
）	

「
懸
案
の
哲
学
科
長
は
愈
々
管
〔
マ
マ
〕教
授
と
決
定
／
近
く
哲
学
科
教
授
会
催
さ

る
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
三
三
号
、
一
九
二
六
年
五
月
一
五
日
、
三
面
）。

ち
な
み
に
菅
は
人
気
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
一
九
二
七
年
七
月
一
〇
日
の
記
事

に
は
、「
何
で
も
な
い
よ
／
平
々
坦
々
サ
／
井
上
し
な
子
女
史
と
結
婚
す
る

菅
哲
学
科
長
の
微
笑
み
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
五
五
号
、
一
九
二
七
年
七

月
一
〇
日
、
三
面
）。
菅
は
、
学
科
長
兼
副
予
科
長
だ
っ
た
。

（
141
）	

前
掲
『
立
教
学
院
立
教
大
学
要
覧
』
一
九
一
七
年
三
月
、
一
八
頁
。

（
142
）	 J.S. M

otoda, C
hristian E

ducation for Young M
en in Japan, the 

D
epartm

ent of M
issions of the Protestant E

piscopal C
hurch, 1921, 

M
ay, 14

th, JR
., Box 137, A

E
C

.

（
143
）	 Ibid.

（
144
）	

前
掲
「
立
教
大
学
設
立
認
可
申
請
書
」。

（
145
）	

英
国
教
会
（T

he C
hurch of E

ngland

）
か
ら
は
ハ
イ
チ
ャ
ー
チ
と
よ
ば

れ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
的
傾
向
を
強
く
も
つ
S‌

P‌

G
（T

he Society for the 

Propagation of the G
ospel

）
と
、
福
音
主
義
的
傾
向
を
有
す
る
C‌

M‌

S

（T
he C

hurch M
issionary Society

）
が
日
本
で
の
宣
教
を
担
っ
た
。
後
に

カ
ナ
ダ
聖
公
会
も
宣
教
師
を
派
遣
す
る
。

（
146
）	

松
平
惟
太
郎
「
聖
公
会
神
学
院
史
」（『
神
学
の
声
』
第
三
巻
第
一
号
、
聖

公
会
神
学
院
、
一
九
五
六
年
六
月
）
九
頁
。

（
147
）	

同
右
、
一
二
頁
。

（
148
）	

大
江
満
「
立
教
大
学
と
聖
公
会
神
学
院
の
二
重
学
籍
制
度
」（
江
島
尚
俊
・

三
浦
周
・
松
野
智
章
編
『
戦
時
日
本
の
大
学
と
宗
教
』（
大
正
大
学
綜
合
仏
教

研
究
所
叢
書
第
三
一
巻
）
法
藏
館
、
二
〇
一
七
年
）
二
〇
九
頁
参
照
。

（
149
）	

前
掲
「
聖
公
会
神
学
院
史
」
一
二
頁
。

（
150
）	

「
私
立
専
門
学
校
学
則
中
変
更
ノ
件
（
案
）
聖
公
会
神
学
院
設
立
者
、
聖

公
会
教
育
財
団
、
昭
和
三
年
二
月
九
日
起
案
」（『
自
大
十
三
年
七
月　

京
都

専
門
学
校　

関
東
学
院　

聖
公
会
神
学
院　

第
二
四
～
二
六
冊
』
所
収
、

「
学
則
、
規
則
に
関
す
る
許
認
可
文
書
・
専
門
学
校
」
昭
47
文
部00170100

、

国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
151
）	

前
掲
「
聖
公
会
神
学
院
史
」
一
三
頁
。

（
152
）	
当
初
は
一
九
二
四
年
の
設
置
を
予
定
し
て
い
た
ら
し
い
（
た
だ
し
野
々
村

の
回
想
に
よ
る
。『
立
教
大
学
史
学
会
小
史
』
立
教
大
学
史
学
会
、
一
九
六

七
年
、
一
一
頁
）。
戦
前
の
史
学
科
に
つ
い
て
は
、
小
澤
実
「
小
林
秀
雄
の

時
代

―
戦
前
戦
中
の
立
教
史
学
科
、
史
学
会
、『
史
苑
』」（
小
澤
実
・
佐
藤
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雄
基
編
『
史
学
科
の
比
較
史

―
歴
史
学
の
制
度
化
と
近
代
日
本
』
勉
誠
出

版
、
二
〇
二
二
年
）。

（
153
）	
「
年
譜
」（
立
教
大
学
文
学
部
史
学
研
究
室
編
『
面
影　

小
林
秀
雄
先
生
追

悼
録
』
立
教
大
学
文
学
部
史
学
研
究
室
、
一
九
五
七
年
）
二
頁
。

（
154
）	

「
愈
々
充
実
す
る
史
学
科
の
内
容
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
四
号
、
一
九

二
五
年
四
月
五
日
）
三
面
。

（
155
）	

野
々
村
戒
三
「
築
地
時
代
の
追
憶
（
上
）」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
一
巻
九

月
号
、
一
九
三
四
年
九
月
）
五
頁
。

（
156
）	

「
本
年
度
出
の
柴
田
君
／
予
科
教
授
に
抜
擢
／
在
学
中
秀
才
の
誉
高
く
／

小
林
史
学
科
長
に
認
め
ら
れ
て
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
六
九
号
、
一
九
二

八
年
九
月
二
五
日
）
三
面
。

（
157
）	

鈴
木
勇
一
郎
「
立
教
関
係
者
一
一
名
の
追
放
と
そ
の
後
」（『
立
教
学
院
史

研
究
』
第
一
五
号
、
二
〇
一
八
年
二
月
）
三
二
頁
。

（
158
）	

「
英
文
日
本
史
を
編
む
と
／
初
声
も
高
い
史
学
会
／
新
進
の
史
学
科
教
授

を
網
羅
し
て
研
究
発
表
や
史
学
講
演
会
を
開
く
／
望
み
多
い
同
会
の
前
途
」

（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
三
二
号
、
一
九
二
六
年
五
月
五
日
）
三
面
。

（
159
）	

「
全
学
後
援
の
下
に
『
米
史
研
究
会
』
生
る
／
史
学
会
を
中
心
勢
力
に
成

功
期
待
さ
る
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
四
六
号
、
一
九
二
六
年
一
一
月
二
五

日
）
三
面
。

（
160
）「
大
学
設
立
認
可
ニ
関
ス
ル
件
依
命
通
牒
」
一
九
二
二
年
五
月
二
六
日

（「〔
大
正
十
一
年　

学
事
〕
私
立
学
校　

冊
の
63
」
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
。

『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、
立
教
学
院
、
一
九
九
六
年
、

二
八
〇
～
二
八
一
頁
所
収
）。

（
161
）	

久
保
田
富
次
郎
「
本
学
商
学
部
／
現
状
の
一
班
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第

二
九
号
、
一
九
二
六
年
三
月
一
五
日
）
一
面
。

（
162
）	

「
研
究
方
針
決
ま
る
／
経
済
学
研
究
会
／
来
学
期
の
講
義
」（『
立
教
大
学
新

聞
』
第
八
号
、
一
九
二
四
年
一
二
月
五
日
）
一
面
。

（
163
）	

「
経
済
学
研
究
会
の
解
散
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
六
号
、
一
九
二
四
年
一

一
月
五
日
）
一
面
。
な
お
、
史
料
で
は
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
は
「
マ
ル
キ
ン
ブ

ム
」
と
あ
る
。

（
164
）	

諸
井
忠
一
・
田
辺
邦
彦
「
立
教
大
学
経
済
学
会
十
年
史
」（『
立
教
大
学
経

済
学
会
誌
』
第
一
八
号
、
創
立
十
周
年
記
念
特
別
号
、
一
九
四
〇
年
二
月
）

一
三
〇
頁
。

（
165
）	

「
恐
慌
‼
を
呼
ぶ
社
会
へ
門
出
す
る
新
学
士
／
人
事
係
り
も
一
安
堵
か
／

案
外
に
良
い
其
の
後
の
就
職
状
況
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
二
九
号
、
一
九

二
六
年
三
月
一
五
日
）
三
面
。

（
166
）	

「
卒
業
論
文
提
出
成
績
不
良
／
文
学
部
は
皆
無
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
八

五
号
、
一
九
三
〇
年
一
月
一
五
日
）
二
面
。

（
167
）	

「
輝
く
栄
光
の
本
学
に
飛
躍
の
秋
来
る
／
文
、
商
学
部
長
の
新
任
を
見
／

新
興
の
気
溢
る
学
園
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
八
七
号
、
一
九
三
〇
年
四
月

一
五
日
）
二
面
。

（
168
）	

一
九
〇
七
年
八
月
二
九
日
文
部
省
告
示
第
二
二
七
号
（『
官
報
』
第
七
二

五
一
号
、
一
九
〇
七
年
八
月
二
九
日
）。

（
169
）	

「
沿
革
概
略
」（
前
掲
『
立
教
学
院
立
教
大
学
要
覧
』
一
九
一
七
年
三
月
、

一
一
頁
）。

（
170
）	

一
九
一
九
年
四
月
七
日
に
大
学
予
科
を
二
年
制
と
す
る
認
可
を
取
得
（
久

保
田
冨
次
郎
「
立
教
大
学
小
史　

未
定
稿
」、『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
資

料
編
』
第
一
巻
、
五
九
頁
所
収
）。
一
九
一
九
年
の
立
教
大
学
学
則
は
、
立

教
池
袋
中
学
校
・
高
等
学
校
史
料
室
所
蔵
の
前
掲
『
立
教
大
学
要
覧
（
大
正

八-

九
年
）』
に
見
ら
れ
る
。
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な
お
、
一
九
〇
〇
年
度
か
ら
一
九
四
二
年
度
の
『
文
部
省
年
報
』
は
、
当

該
年
度
の
三
月
一
日
時
点
の
調
査
デ
ー
タ
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
そ
の
「
公

私
立
専
門
学
校
別
一
覧
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
私
立
立
教
学
院
立
教
大
学
」
を

見
る
限
り
で
も
、
一
九
一
八
年
度
を
扱
っ
た
第
四
六
年
報
下
巻
（
一
九
一
八

年
四
月
～
一
九
一
九
年
三
月
）
で
は
、
予
科
の
修
業
年
限
は
一
年
で
あ
る
が
、

一
九
一
九
年
度
を
扱
っ
た
第
四
七
年
報
下
巻
（
一
九
一
九
年
四
月
～
一
九
二

〇
年
三
月
）
で
は
、
予
科
は
二
年
へ
と
変
更
し
て
い
る
。

（
171
）	

一
九
二
二
年
五
月
二
五
日
文
部
省
告
示
第
四
三
四
号
（『
官
報
』
第
二
九

四
四
号
、
一
九
二
二
年
五
月
二
七
日
）。

（
172
）	

「
立
教
大
学
々
則
中
変
更
認
可
」
一
九
二
四
年
二
月
一
〇
日
申
請
、
一
九

二
四
年
四
月
一
日
結
了
（「
立
教
大
学　

自
大
正
一
三
年
四
月
至
昭
和
二
二

年
五
月　

第
一
三
冊
」
所
収
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。
こ
の
申
請
書
類
に

は
、
変
更
前
の
一
九
二
三
年
三
月
の
学
則
と
、
申
請
し
た
一
九
二
四
年
四
月

の
学
則
の
両
方
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

（
173
）	

た
だ
し
、
立
教
大
学
の
学
部
と
予
科
で
中
等
学
校
教
員
免
許
の
指
定
を
受

け
た
最
初
は
一
九
二
五
年
一
月
二
二
日
文
部
省
告
示
第
一
二
号
（『
官
報
』

第
三
七
二
三
号
、
一
九
二
五
年
一
月
二
二
日
）
で
あ
り
、
一
九
二
四
年
時
点

で
は
ま
だ
指
定
を
受
け
て
い
な
い
。

（
174
）	

一
九
一
九
年
三
月
二
九
日
文
部
省
令
第
八
号
「
高
等
学
校
規
程
」（『
官
報
』

第
一
九
九
四
号
、
一
九
一
九
年
三
月
二
九
日
）
で
は
、
高
等
学
校
高
等
科
文

科
の
第
一
学
年
に
数
学
三
時
間
、
第
一
外
国
語
を
第
一
学
年
九
時
間
、
第
二

学
年
八
時
間
、
第
三
学
年
八
時
間
の
計
二
五
時
間
、
第
二
外
国
語
に
つ
い
て

は
基
本
的
に
三
年
間
毎
学
年
で
四
時
間
の
計
一
二
時
間
が
配
当
さ
れ
て
い
た
。

資
料
2
―

1
―

2
参
照
の
こ
と
。

（
175
）	

一
九
二
五
年
一
月
二
二
日
文
部
省
告
示
第
一
二
号
（『
官
報
』
第
三
七
二

三
号
、
一
九
二
五
年
一
月
二
二
日
）。

（
176
）	

一
九
一
九
年
三
月
二
九
日
文
部
省
令
第
八
号
「
高
等
学
校
規
程
」
第
二
九

条
（『
官
報
』
第
一
九
九
四
号
、
一
九
一
九
年
三
月
二
九
日
）
で
「
公
立
又

ハ
私
立
ノ
高
等
学
校
ノ
教
員
数
竝
専
任
教
員
及
兼
任
教
員
ノ
割
合
ハ
文
部
大

臣
ノ
認
可
ヲ
受
ケ
之
ヲ
定
ム
ヘ
シ
」
と
さ
れ
た
。
こ
の
具
体
的
な
割
合
を
示

す
法
令
や
通
牒
に
つ
い
て
の
詳
細
は
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
が
、
有
資
格

教
員
と
無
資
格
教
員
の
割
合
に
つ
い
て
は
、
一
九
一
九
年
三
月
二
九
日
文
部

省
令
第
一
〇
号
「
高
等
学
校
教
員
規
程
」
第
一
三
条
（『
官
報
』
第
一
九
九

四
号
、
一
九
一
九
年
三
月
二
九
日
）
に
お
い
て
「
高
等
学
校
高
等
科
ニ
於
テ

ハ
教
員
数
ノ
三
分
ノ
一
以
内
ヲ
限
リ
高
等
科
教
員
免
許
状
ノ
有
セ
ザ
ル
者
ヲ

以
テ
教
員
ニ
充
テ
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
明
記
さ
れ
た
。

（
177
）	

「
教
員
免
許
台
帳
（
高
等
学
校
・
無
試
験
）
一
の
〇
二　

大
正
十
二
年
度
」

（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。
な
お
、
こ
れ
よ
り
前
に
す
で
に
高
等
学
校
高
等
科

教
員
免
許
状
を
取
得
し
て
い
た
予
科
教
員
も
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ

で
は
省
略
す
る
。

（
178
）	

「
立
教
大
学
大
学
予
科
教
員
数
及
専
任
兼
任
ノ
割
合
ニ
関
ス
ル
件
」（
立
教

学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。

	

　

な
お
、
学
部
と
大
学
予
科
両
方
の
専
任
教
員
と
し
て
両
方
の
講
義
を
担
当

す
る
こ
と
は
行
な
わ
れ
て
い
た
が
（
た
と
え
ば
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
の

『
立
教
大
学
一
覧
（
昭
和
十
三
年
四
月
）』
で
は
、
根
岸
由
太
郎
、
本
荘
季
彦
、

辻
荘
一
ら
が
学
部
と
予
科
両
方
の
専
任
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
根
岸
は
文
学

部
、
経
済
学
部
、
予
科
の
す
べ
て
専
任
欄
に
名
前
を
連
ね
て
い
る
）、
学
部

と
大
学
予
科
の
専
任
教
員
つ
い
て
、
申
請
書
類
上
、
重
複
し
た
人
物
を
申
請

す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
の
か
否
か
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で

は
不
明
で
あ
る
。
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（
179
）	

「
教
員
免
許
台
帳
（
高
等
学
校
・
無
試
験
）
一
の
〇
三　

昭
和
四
年
度
」

（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
180
）	
『
日
本
帝
国
文
部
省
第
四
十
九
年
報　

自
大
正
十
年
四
月
至
大
正
十
一
年

三
月
』
下
巻
附
録
五
八
頁
。「
公
私
立
大
学
及
専
門
学
校
別
一
覧
」。
こ
の
一

覧
の
数
値
は
一
九
二
二
年
三
月
一
日
現
在
の
調
査
に
よ
る
も
の
。

（
181
）	

一
九
二
四
年
三
月
一
日
現
在
数
を
掲
載
し
た
『
日
本
帝
国
文
部
省
第
五
十

一
年
報　

自
大
正
十
二
年
四
月
至
大
正
十
三
年
三
月
』
上
巻
で
は
、
大
学
令

に
よ
る
大
学
と
し
て
の
立
教
大
学
の
学
部
と
予
科
を
あ
わ
せ
た
教
員
数
は
七

二
名
（
う
ち
外
国
人
教
員
八
名
）
で
あ
り
、
大
学
予
科
で
は
有
資
格
教
員
一

五
名
（
う
ち
外
国
人
教
員
一
名
）、
無
資
格
教
員
一
三
名
（
う
ち
外
国
人
教

員
三
名
）
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
一
九
二
五
年
三
月
一
日
現
在
数
に
は
（『
日

本
帝
国
文
部
省
第
五
十
二
年
報　

自
大
正
十
三
年
四
月
至
大
正
十
四
年
三

月
』
上
巻
）、
学
部
・
予
科
教
員
計
八
五
名
（
う
ち
外
国
人
教
員
七
名
）
と

あ
り
、
大
学
予
科
の
有
資
格
教
員
二
二
名
（
う
ち
外
国
人
教
員
一
名
）、
無

資
格
教
員
七
名
（
う
ち
外
国
人
教
員
二
名
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
後
、
一
九
二

五
年
度
か
ら
一
九
二
七
年
度
ま
で
は
学
部
・
予
科
合
計
の
教
員
数
は
（
外
国

人
教
員
を
あ
わ
せ
て
）
八
九
名
あ
る
い
は
九
〇
名
で
推
移
し
、
大
学
予
科
教

員
数
も
二
八
名
あ
る
い
は
二
九
名
と
な
っ
た
。
前
掲
注
（
178
）
の
「
立
教
大

学
大
学
予
科
教
員
数
及
専
任
兼
任
ノ
割
合
ニ
関
ス
ル
件
」
で
は
、
一
九
二
四

年
七
月
時
点
で
、
立
教
大
学
予
科
の
高
等
学
校
規
程
第
二
九
条
に
よ
る
教
員

数
は
二
九
名
と
な
っ
て
い
た
。

（
182
）	

私
立
大
学
の
大
学
予
科
に
つ
い
て
は
江
津
和
也
に
よ
る
い
く
つ
か
の
先
行

研
究
が
あ
り
、
特
に
そ
の
修
業
年
限
に
つ
い
て
は
江
津
和
也
「
大
学
令
に
も

と
づ
く
大
学
予
科
の
修
業
年
限
に
つ
い
て
」（『
清
和
大
学
短
期
大
学
部
紀
要
』

第
四
一
号
、
二
〇
一
三
年
一
月
）
の
中
で
、
立
教
大
学
、
東
京
慈
恵
会
医
科

大
学
、
日
本
医
科
大
学
、
立
命
館
大
学
、
同
志
社
大
学
、
関
西
大
学
の
事
例

を
あ
げ
た
検
討
を
行
な
っ
て
い
る
。

（
183
）	

前
掲
「
大
学
令
に
も
と
づ
く
大
学
予
科
の
修
業
年
限
に
つ
い
て
」。

（
184
）	

当
該
年
度
の
『
文
部
省
年
報
』
に
よ
る
。

（
185
）	

「
立
教
大
学
々
則
、
予
科
生
徒
定
員
、
予
科
教
員
定
数
変
更
並
仮
校
舎
建

設
認
可
」
一
九
二
七
年
一
月
二
八
日
申
請
、
一
九
二
七
年
三
月
二
日
結
了

（「
立
教
大
学　

自
大
正
十
五
年
三
月
至
昭
和
十
一
年
五
月　

第
一
冊
」
所
収
、

国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
186
）	

こ
れ
は
、
大
学
予
科
三
年
制
へ
の
変
更
申
請
の
書
類
（
同
右
「
立
教
大

学
々
則
、
予
科
生
徒
定
員
、
予
科
教
員
定
数
変
更
並
仮
校
舎
建
設
認
可
」）

の
中
の
学
科
課
程
で
あ
り
、
一
九
二
七
年
度
の
立
教
大
学
要
覧
が
現
時
点
で

は
未
発
見
で
あ
る
た
め
、
厳
密
に
は
一
九
二
七
年
度
に
実
施
さ
れ
た
学
科
課

程
で
あ
る
か
ど
う
か
は
断
定
で
き
な
い
。

（
187
）	

同
右
「
立
教
大
学
々
則
、
予
科
生
徒
定
員
、
予
科
教
員
定
数
変
更
並
仮
校

舎
建
設
認
可
」。

（
188
）	

「
東
京
府
経
由　

立
教
大
学
学
部
、
予
科
生
徒
定
員
、
予
科
教
員
定
数
変

更
並
仮
校
舎
建
設
認
可
」
の
中
の
「
大
学
予
科
定
員
増
加
認
可
申
請
書
」
一

九
二
八
年
二
月
二
五
日
申
請
、
一
九
二
八
年
三
月
一
四
日
結
了
（「
立
教
大

学　

自
大
正
十
五
年
三
月
至
昭
和
十
一
年
五
月　

第
一
冊
」
所
収
、
国
立
公

文
書
館
所
蔵
）。
こ
の
申
請
書
中
で
、「
近
年
文
科
志
望
者
年
々
多
数
」
に

な
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
り
文
科
定
員
の
増
員
が
必
要
で
あ
る
旨
が
説
明
さ
れ

て
い
る
。

（
189
）	
文
部
省
専
門
学
務
局
『
高
等
諸
学
校
統
計
』（
野
間
教
育
研
究
所
図
書
室
所

蔵
）
の
昭
和
三
年
十
二
月
（
一
九
二
八
年
一
二
月
二
五
日
発
行
）、
昭
和
四

年
五
月
一
日
現
在
（
一
九
二
九
年
一
二
月
八
日
発
行
）、
昭
和
五
年
五
月
一
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日
現
在
（
奥
付
欠
）、
昭
和
六
年
五
月
一
日
現
在
（
一
九
三
一
年
一
二
月
一

五
日
発
行
）、
昭
和
七
年
五
月
一
日
現
在
（
一
九
三
二
年
一
二
月
一
五
日
発

行
）、
昭
和
八
年
五
月
一
日
現
在
（
一
九
三
三
年
一
二
月
一
八
日
発
行
）、
昭

和
九
年
五
月
一
日
現
在
（
一
九
三
四
年
一
一
月
二
四
日
発
行
）、
昭
和
十
年

五
月
一
日
現
在
（
一
九
三
五
年
一
二
月
一
六
日
発
行
）、
昭
和
十
一
年
五
月

一
日
現
在
（
一
九
三
六
年
一
二
月
一
九
日
発
行
）、
昭
和
十
二
年
五
月
一
日

現
在
（
一
九
三
七
年
一
二
月
一
九
日
発
行
）。

（
190
）	

同
右
書
の
昭
和
三
年
十
二
月
（
一
九
二
八
年
一
二
月
二
五
日
発
行
）、
昭

和
四
年
五
月
一
日
現
在
（
一
九
二
九
年
一
二
月
八
日
発
行
）、
昭
和
五
年
五

月
一
日
現
在
（
奥
付
欠
）、
昭
和
六
年
五
月
一
日
現
在
（
一
九
三
一
年
一
二

月
一
五
日
発
行
）、
昭
和
七
年
五
月
一
日
現
在
（
一
九
三
二
年
一
二
月
一
五

日
発
行
）、
昭
和
八
年
五
月
一
日
現
在
（
一
九
三
三
年
一
二
月
一
八
日
発
行
）、

昭
和
九
年
五
月
一
日
現
在
（
一
九
三
四
年
一
一
月
二
四
日
発
行
）、
昭
和
十

年
五
月
一
日
現
在
（
一
九
三
五
年
一
二
月
一
六
日
発
行
）、
昭
和
十
一
年
五

月
一
日
現
在
（
一
九
三
六
年
一
二
月
一
九
日
発
行
）、
昭
和
十
二
年
五
月
一

日
現
在
（
一
九
三
七
年
一
二
月
一
九
日
発
行
）、
昭
和
十
三
年
五
月
一
日
現

在
（
一
九
三
八
年
一
二
月
二
〇
日
発
行
）。

（
191
）	

慶
應
義
塾
1‌

5‌

0
年
史
資
料
集
編
集
委
員
会
『
慶
應
義
塾
1‌

5‌
0
年
史
資

料
集
』
基
礎
資
料
編
2
（
慶
應
義
塾
、
二
〇
一
六
年
三
月
）
二
〇
六
～
二
〇

七
頁
。
大
学
令
に
よ
る
大
学
に
昇
格
し
た
時
点
の
慶
應
義
塾
大
学
予
科
の
文

学
部
志
望
者
、
経
済
学
部
・
法
学
部
志
望
者
の
学
科
課
程
。

（
192
）	

「
早
稲
田
大
学
学
部
、
高
等
学
院
並
専
門
部
、
高
等
師
範
部
及
附
属
早
稲

田
専
門
学
校
学
則
中
変
更
認
可
」
一
九
二
七
年
二
月
一
〇
日
申
請
、
一
九
二

七
年
三
月
三
〇
日
結
了
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）
書
類
中
の
『
大
正
十
五
年

四
月
改
正　

早
稲
田
大
学
学
則
』
に
よ
る
。

（
193
）	

管
見
の
限
り
、
私
立
大
学
の
三
年
制
予
科
の
学
科
課
程
で
第
一
外
国
語

（
英
語
）
の
授
業
時
数
が
突
出
し
て
多
か
っ
た
の
は
、
一
九
二
五
年
度
か
ら

一
九
三
八
年
度
ま
で
の
法
政
大
学
予
科
第
一
部
（
三
年
生
予
科
）
で
あ
る
。

一
九
二
四
年
度
に
は
八
―
八
―
九
で
三
年
間
で
計
二
五
時
間
で
あ
っ
た
が
、

一
九
二
五
年
度
に
は
一
三
―
一
三
―
一
〇
の
計
三
六
時
間
配
当
と
す
る
学
則

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
三
六
時
間
配
当
が
一
九
三
八
年
度
ま
で
続

い
た
。
一
九
三
八
年
度
に
外
国
語
の
授
業
時
数
を
減
ず
る
変
更
申
請
を
行
な

い
、
こ
の
変
更
で
九
―
一
〇
―
一
〇
の
計
二
九
時
間
と
な
っ
た
（「
法
政
大

学　

自
大
十
三
年
五
月
至
昭
十
七
年
一
月　

第
四
冊
」（
国
立
公
文
書
館
所

蔵
）
中
の
複
数
の
申
請
書
類
に
よ
る
）。

（
194
）	

同
時
期
の
私
立
大
学
予
科
の
学
科
課
程
を
確
認
し
た
限
り
、
立
教
大
学
予

科
の
「
歴
史
（
英
）」
と
い
っ
た
英
文
テ
キ
ス
ト
に
よ
る
講
義
で
あ
る
こ
と

を
明
記
し
た
も
の
は
他
に
は
な
か
っ
た
。

	

　

な
お
、
確
認
に
あ
た
っ
て
は
、
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

「
学
則
、
規
則
に
関
す
る
許
認
可
文
書
・
大
学
」
に
お
い
て
、
一
九
三
〇
年

代
前
半
ま
で
に
大
学
令
に
よ
る
大
学
と
な
っ
た
私
立
大
学
の
「
学
則
中
変
更

認
可
」
関
係
文
書
を
対
象
と
し
、
こ
れ
ら
の
申
請
書
類
の
中
に
綴
ら
れ
た
学

則
（
変
更
申
請
直
前
の
現
行
学
則
と
な
る
）
と
そ
の
中
の
大
学
予
科
学
科
課

程
の
調
査
を
行
な
っ
た
。

（
195
）	

「
立
教
大
学
大
学
予
科
教
員
数
及
専
任
兼
任
ノ
割
合
ニ
関
ス
ル
件
」（
立
教

学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）
の
添
付
書
類
「
大
正
十
三
年
六
月　

予
科
教

科
書
目
年
度
別
調　

自
明
治
四
十
年
至
大
正
十
二
年　

立
教
大
学
」
に
よ
る
。

（
196
）	
「
専
入
指
定
」
や
「
高
入
指
定
」
の
学
校
に
つ
い
て
は
、
一
九
三
四
年
度

ま
で
の
各
『
文
部
省
年
報
』
下
巻
の
「
指
定
竝
認
定
学
校
別
一
覧
（
私
立
各

種
学
校
）」
参
照
の
こ
と
。
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（
197
）	 C

. M
. W

illiam
s to R

ichard B. D
uane,  21 February 1874, JR

., Box 22, 

A
E

C
. 

大
江
満
『
宣
教
師
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
の
伝
道
と
生
涯

―
幕
末
・
明
治

米
国
聖
公
会
の
軌
跡
』（
刀
水
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
）
四
五
〇
頁
。

（
198
）	
前
掲
『
宣
教
師
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
の
伝
道
と
生
涯

―
幕
末
・
明
治
米
国
聖

公
会
の
軌
跡
』
四
五
〇
頁
。

（
199
）	

『
立
教
学
院
一
覧
』〔
一
九
〇
二
～
三
年
〕（『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』

資
料
編
第
一
巻
、
二
二
四
頁
所
収
）。

（
200
）	

立
教
学
院
八
十
五
年
史
編
纂
委
員
編
『
立
教
学
院
八
十
五
年
史
』（
立
教
学

院
事
務
局
、
一
九
六
〇
年
）
一
三
七
頁
。

（
201
）	

前
掲
『
立
教
学
院
一
覧
』〔
一
九
〇
二
～
三
年
〕
六
三
七
頁
。

（
202
）	

前
田
多
門
「
十
年
前
の
回
顧
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
七
号
、
一
九
一
二

年
）
一
八
頁
、
二
一
頁
。

（
203
）	

「
池
袋
よ
り
」（『
立
教　

立
教
校
友
会
々
報
』
第
二
号
、
一
九
一
八
年
一
二

月
）
七
頁
。

（
204
）	

「
池
袋
よ
り
」（『
立
教　

立
教
校
友
会
々
報
』
第
六
号
、
一
九
一
九
年
五
月

五
日
、
六
頁
。

（
205
）	

「
池
袋
原
頭
語
」『
立
教　

立
教
校
友
会
々
報
』
一
〇
月
号
、
一
九
一
九
年

一
〇
月
）
四
頁
。

（
206
）	

か
つ
ら
生
「
図
書
館
に
呈
す
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
〇
号
、
一
九
二

五
年
一
月
二
〇
日
。
小
関
昌
男
編
『
メ
ー
ザ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
資
料
集

―

学
生
新
聞
に
見
る
立
教
大
学
図
書
館
史
』
一
九
九
二
年
、
二
五
頁
所
収
、
以

下
『
メ
ー
ザ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
資
料
集
』
と
表
記
）。

（
207
）	

浜
田
敬
一
「
図
書
館
の
将
来
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
七
号
、
一
九
二
四

年
一
一
月
二
四
日
。
前
掲
『
メ
ー
ザ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
資
料
集
』
二
一
頁
）。

（
208
）	

立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
編
『
立
教
大
学
の
歴
史
』（
再
版
、
立
教
大
学
、

二
〇
〇
八
年
）
九
二
～
九
三
頁
。
豊
田
雅
幸
『
立
教
の
学
び
舎

―
キ
ャ
ン

パ
ス
と
校
舎
の
移
り
変
わ
り
』（
立
教
学
院
、
二
〇
一
三
年
）
三
七
頁
。

（
209
）	

鵜
川
馨
「
立
教
大
学
図
書
館
」（『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第

一
巻
、
六
三
一
頁
所
収
）。『
読
売
新
聞
』
で
は
「
六
千
円
以
上
を
費
し
た
鋼

鉄
製
の
書
庫
が
新
に
設
け
ら
れ
た
」
と
報
じ
て
い
る
（「
立
教
大
学
図
書
館

の
新
設
備
／
学
生
醵
金
計
画
」『
読
売
新
聞
』
一
九
二
五
年
四
月
一
〇
日
朝
刊
、

四
面
）。

（
210
）	

「
諸
規
定
（
内
規
）」（
立
教
大
学
、
一
九
三
二
年
。『
立
教
学
院
百
二
十
五

年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、
六
三
七
頁
所
収
）。

（
211
）	

「
校
舎
配
置
図
並
構
造
、
坪
数
、
使
用
区
分
等
調
査
ニ
関
ス
ル
回
報
ノ
件
」

立
教
大
総
長
学
事
務
取
扱
三
辺
金
蔵
発
文
部
省
専
門
教
育
局
長
永
井
浩
宛
、

一
九
四
三
年
一
二
月
三
日
（「
立
教
大
学
庶
務
課
文
書
」N

o.201009-029　

立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。

（
212
）	

「
校
地
、
校
舎
調
査
ニ
関
ス
ル
件
」
文
部
省
学
校
教
育
局
長
田
中
耕
太
郎

宛
、
一
九
四
六
年
一
月
三
一
日
（「
立
教
大
学
庶
務
課
文
書
」N

o.201013-

029

）。

（
213
）	

鵜
川
馨
「
立
教
大
学
図
書
館
学
科
構
想
と
図
書
館
蔵
書
」（『
立
教
学
院
百

二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、
六
四
三
頁
所
収
）。

（
214
）	 “Statistics of St. Paul’s U

niversity Library, Tokyo, Japan”

（「
ス
パ
ッ
ク

マ
ン
・
オ
ー
ヴ
ァ
ト
ン
文
書
」N

o. 13043　

立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所

蔵
。『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、
六
四
八
～
六
四
九
頁

所
収
）。

（
215
）	
伊
藤
重
治
郎
「
図
書
館
の
蔵
書
（
上
）」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
八
五
号
、

一
九
三
〇
年
一
月
一
五
日
。
前
掲
『
メ
ー
ザ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
資
料
集
』
六

一
～
六
三
頁
）。
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（
216
）	

前
掲
「
図
書
館
の
将
来
」
二
一
頁
。「
充
実
す
る
図
書
館
／
和
洋
名
著
を

網
羅
し
て
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
六
四
号
、
一
九
二
八
年
五
月
一
五
日
。

同
右
、
四
九
頁
）。

（
217
）	
「
校
内
図
書
館
の
利
用
」（『
ム
サ
シ
ノ
』
第
五
号
、
一
九
二
三
年
二
月
二
一

日
。
同
右
、
一
三
頁
）。
な
お
、
こ
こ
で
は
「
最
も
完
備
し
て
居
る
部
門
」

と
し
て
宗
教
の
ほ
か
、「
英
文
学 

ア
メ
リ
カ
合
衆
国 

歴
史 

心
理
学 

法
律

等
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
218
）	

「
一
千
円
を
醵
金
し
て
『
一
紫
会
』
文
庫
を
設
置
／
本
年
度
卒
業
生
の
美

挙
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
九
号
、
一
九
二
五
年
一
月
五
日
。
同
右
、
二
三

頁
）。

（
219
）	

『
立
教
大
学
一
覧
』（
立
教
大
学
、
一
九
三
三
年
。『
立
教
学
院
百
二
十
五
年

史
』
資
料
編
第
一
巻
、
六
三
三
頁
所
収
）。

（
220
）	

「
図
書
館
費
を
一
般
学
生
よ
り
徴
収
／
一
学
期
一
円
づ
ゝ
」（『
立
教
大
学
新

聞
』
第
四
〇
号
、
一
九
二
六
年
八
月
二
五
日
。
前
掲
『
メ
ー
ザ
ー
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
資
料
集
』
四
一
頁
所
収
）。

（
221
）	

「
宗
教
書
二
百
冊
を
杉
浦
氏
が
図
書
館
へ
／
洋
書
の
購
入
は
当
分
駄
目
」

『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
一
六
号
、
一
九
三
二
年
一
〇
月
一
九
日
。
同
右
、

八
四
頁
）。

（
222
）	

「
図
書
館
費
を
一
般
学
生
よ
り
徴
収
／
一
学
期
一
円
づ
ゝ
」（『
立
教
大
学
新

聞
』
第
四
〇
号
、
一
九
二
六
年
八
月
二
五
日
。
同
右
、
四
一
頁
）。

（
223
）	

「『
聖
鐘
』
が
募
集
し
た
本
学
の
不
平
不
満
／
す
べ
て
学
生
の
真
の
叫
び
」

『
立
教
大
学
新
聞
』
第
九
六
号
、
一
九
三
一
年
二
月
一
九
日
。
同
右
、
六
九

頁
）。

（
224
）	

「
充
実
す
る
図
書
館
／
和
洋
名
著
を
網
羅
し
て
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
六

四
号
、
一
九
二
八
年
五
月
一
五
日
。
同
右
、
四
九
頁
）。

（
225
）	

「
時
運
に
眼
醒
め
て
図
書
館
の
改
善
策
／
六
日
濱
田
司
書
が
主
唱
の
図
書

委
員
会
で
決
定
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
八
九
号
、
一
九
三
〇
年
六
月
一
八

日
。
同
右
、
六
六
頁
）。

（
226
）	

「
学
生
の
要
求
で
盛
に
図
書
購
入
／
成
績
頗
る
良
好
な
図
書
購
入
要
求
制
」

（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
九
四
号
、
一
九
三
〇
年
一
二
月
一
五
日
。
同
右
、
六

七
頁
）。

（
227
）	

前
掲
「
校
内
図
書
館
の
利
用
」
一
四
～
一
六
頁
。

（
228
）	

呑
海
沙
織
「
昭
和
初
期
の
私
立
大
学
図
書
館
に
お
け
る
図
書
分
類
法
」

（『
資
料
組
織
化
研
究
―
e
』
第
五
八
号
、
二
〇
一
〇
年
）
二
〇
～
二
一
頁
。

（
229
）	

同
右
、
二
八
頁
。

（
230
）	

小
関
昌
男
「
分
類
法
改
訂
考

―
初
代
図
書
館
長
ス
パ
ッ
ク
マ
ン
の
分
類

思
想
と
新
座
保
存
書
庫
の
機
能
」（『
立
教
大
学
職
員
紀
要
』
創
刊
号
、
一
九

八
三
年
）
一
一
～
一
二
頁
。

（
231
）	

か
つ
ら
生
「
再
び
図
書
館
に
呈
し
て
猛
省
を
促
す
」（『
立
教
大
学
新
聞
』

第
一
二
号
、
一
九
二
五
年
二
月
二
〇
日
。
前
掲
『
メ
ー
ザ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

資
料
集
』
二
七
頁
）。

（
232
）	

「
図
書
館
の
改
造
／
図
書
館
学
の
提
唱
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
六
号
、
一

九
二
四
年
一
一
月
五
日
。
同
右
、
一
九
頁
）。

（
233
）	

前
掲
「
図
書
館
の
将
来
」
二
一
頁
。

（
234
）	

前
掲
「
図
書
館
の
改
造
／
図
書
館
学
の
提
唱
」
一
九
頁
）。

（
235
）	

「
学
生
の
図
書
館
を
学
生
の
力
で
充
実
さ
せ
よ
う
と
／
麗
は
し
い
愛
校
心

の
発
露
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
四
号
、
一
九
二
五
年
四
月
五
日
。
同
右
、

二
九
頁
）。

（
236
）	

「
大
学
の
心
臓
は
図
書
館
に
あ
り
／
ア
メ
リ
カ
に
送
つ
た
ラ
ツ
シ
ユ
教
授

の
書
状
」「
英
文
学
書
一
千
冊
を
米
国
へ
寄
贈
依
頼
す
／
奏
効
し
実
現
の
暁
は
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斯
界
の
権
威
と
な
る
本
学
図
書
館
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
〇
七
号
、
一

九
三
一
年
一
二
月
一
二
日
。
同
右
、
七
三
、
七
四
頁
）。

（
237
）	
「
大
学
よ
り
」（『
立
教　

立
教
校
友
会
々
報
』
第
六
巻
第
三
号
、
一
九
二
三

年
七
月
一
日
）
五
頁
。

（
238
）	

諸
井
忠
一
「
立
教
学
生
文
化
運
動
小
史
」（『
立
教
大
学
経
済
学
会
雑
誌
』

第
一
四
号
、
立
教
大
学
経
済
学
会
、
一
九
三
九
年
）
一
九
頁
。

（
239
）	

前
掲
「
図
書
館
の
将
来
」
二
二
頁
。

（
240
）	

前
掲
「
一
千
円
を
醵
金
し
て
『
一
紫
会
』
文
庫
を
設
置
／
本
年
度
卒
業
生

の
美
挙
」
二
三
頁
。「
一
紫
会
文
庫
に
倣
つ
て
／
本
年
度
の
卒
業
生
も
図
書

寄
贈
／
一
紫
会
の
第
一
回
購
入
書
決
定
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
三
〇
号
、

一
九
二
六
年
四
月
一
五
日
。
前
掲
『
メ
ー
ザ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
資
料
集
』
三

八
頁
）。

（
241
）	

前
掲
「
学
生
の
図
書
館
を
学
生
の
力
で
充
実
さ
せ
よ
う
と
／
麗
は
し
い
愛

校
心
の
発
露
」
二
九
頁
。

（
242
）	

前
掲
「
一
紫
会
文
庫
に
倣
つ
て
／
本
年
度
の
卒
業
生
も
図
書
寄
贈
／
一
紫

会
の
第
一
回
購
入
書
決
定
」
三
八
頁
。

（
243
）	

前
掲
「
学
生
の
図
書
館
を
学
生
の
力
で
充
実
さ
せ
よ
う
と
／
麗
は
し
い
愛

校
心
の
発
露
」
二
九
頁
。

（
244
）	

同
右
。

（
245
）	

「
Y‌

M‌

C‌

A
文
庫
／
図
書
館
に
新
設
さ
る
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
二
五
号
、

一
九
二
五
年
一
二
月
五
日
。
前
掲
『
メ
ー
ザ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
資
料
集
』
三

五
頁
）。

（
246
）	

前
掲
「
図
書
館
費
を
一
般
学
生
よ
り
徴
収
／
一
学
期
一
円
づ
ゝ
」
四
一
頁
。

（
247
）	

同
右
。

（
248
）	

「
大
学
の
図
書
館
は
其
の
計
度
器
／
学
生
の
要
求
を
一
向
に
満
た
さ
な
い

メ
ー
サ
ー
図
書
館
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
五
五
号
、
一
九
二
七
年
七
月
一

〇
日
。
前
掲
『
メ
ー
ザ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
資
料
集
』
四
四
頁
）。

（
249
）	 “Library Budget 1938-39”

（「
ス
パ
ッ
ク
マ
ン
・
オ
ー
ヴ
ァ
ト
ン
文
書
」

N
o. 13407

）
お
よ
び
「
昭
和
一
四
年
度
図
書
館
費
」（
同
、N

o. 13411

）。

『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、
六
四
〇
～
六
四
一
頁
所
収
。

（
250
）	

「
蔵
書
乏
し
き
図
書
館
に
千
葉
教
授
の
徳
行
／
寄
贈
図
書
百
冊
に
及
ぶ
」

（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
九
六
号
、
一
九
三
一
年
二
月
一
九
日
。
前
掲
『
メ
ー

ザ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
資
料
集
』
六
八
頁
）。

（
251
）	

前
掲
「
図
書
館
の
将
来
」
二
一
頁
。

（
252
）	

「
宗
教
書
二
百
冊
を
杉
浦
氏
が
図
書
館
へ
／
洋
書
の
購
入
は
当
分
駄
目
」

（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
一
六
号
、
一
九
三
二
年
一
〇
月
一
九
日
。
前
掲

『
メ
ー
ザ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
資
料
集
』
八
四
頁
）。「
ラ
前
総
長
の
美
挙
／
蔵

書
二
千
を
図
書
館
へ
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
七
巻
第
八
号
、
一
九
四
一
年

六
月
七
日
。
同
前
、
一
〇
〇
頁
）。

（
253
）	

「
岩
波
か
ら
寄
贈
図
書
／
六
十
二
巻
図
書
館
へ
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
六

六
号
、
一
九
二
八
年
六
月
一
〇
日
。
同
右
、
五
二
頁
）。

（
254
）	

「
松
竹
会
社
の
大
谷
社
長
劇
本
寄
贈
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
一
二
号
、

一
九
三
二
年
六
月
二
二
日
。
同
右
、
八
一
頁
）。

（
255
）	

「
世
界
的
専
門
雑
誌
三
十
余
種
図
書
館
に
集
る
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
二

七
号
、
一
九
二
六
年
一
月
五
日
。
同
右
、
三
六
頁
）。

（
256
）	
「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
〇
年
四
月
三
〇
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
一

三
頁
）。

（
257
）	

「
英
文
学
書
一
千
冊
を
米
国
へ
寄
贈
依
頼
す
／
奏
効
し
実
現
の
暁
は
斯
界

の
権
威
と
な
る
本
学
図
書
館
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
〇
七
号
、
一
九
三

一
年
一
二
月
一
二
日
。
前
掲
『
メ
ー
ザ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
資
料
集
』
七
四
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頁
）。

（
258
）	

前
掲
「
英
文
学
書
一
千
冊
を
米
国
へ
寄
贈
依
頼
す
／
奏
効
し
実
現
の
暁
は

斯
界
の
権
威
と
な
る
本
学
図
書
館
」
七
四
頁
、「
依
頼
の
図
書
続
々
到
着
／

近
く
充
実
す
る
図
書
館
書
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
〇
八
号
、
一
九
三
二

年
二
月
六
日
。
前
掲
『
メ
ー
ザ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
資
料
集
』
七
五
頁
）。

「
続
々
到
着
す
る
依
頼
の
書
籍
／
喜
ん
だ
の
は
図
書
館
」（『
立
教
大
学
新
聞
』

第
一
〇
九
号
、
一
九
三
二
年
三
月
一
六
日
。
同
前
、
七
六
頁
）。「
米
国
か
ら

本
が
来
た
／
二
百
冊
を
目
下
整
理
中
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
一
二
号
、

一
九
三
二
年
六
月
二
二
日
。
同
前
、
八
〇
頁
所
収
）。

（
259
）	

立
教
大
学
「
昭
和
六
年
度
私
立
大
学
年
報
（
控
）」（「
昭
和
六
年
度
起 

学

事
年
報
報
告
綴
（
一
）」
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。

（
260
）	

立
教
大
学
「
昭
和
十
年
度
私
立
大
学
年
報
（
控
）」（「
昭
和
六
年
度
起 

学

事
年
報
報
告
綴
（
一
）」）。

（
261
）	

立
教
大
学
「
昭
和
十
五
年
度
私
立
大
学
年
報
（
控
）」（「
昭
和
六
年
度
起 

学
事
年
報
報
告
綴
（
二
）」）。

（
262
）	

「
図
書
館
表　

昭
和
二
十
年
度　

立
教
大
学
図
書
館
」（「
昭
和
六
年
度
起 

学
事
年
報
報
告
綴
（
二
）」）。

（
263
）	

同
右
。

（
264
）	

前
掲
「
諸
規
定
（
内
規
）」
六
三
八
頁
。

（
265
）	

立
教
大
学
「
昭
和
十
六
年
度
私
立
大
学
年
報
（
控
）」（「
昭
和
六
年
度
起 

学
事
年
報
報
告
綴
（
二
）」）。

（
266
）	

前
掲
「
校
内
図
書
館
の
利
用
」
一
四
頁
。

（
267
）	

前
掲
「
再
び
図
書
館
に
呈
し
て
猛
省
を
促
す
」
二
七
頁
。

（
268
）	

「
貸
出
図
書
新
規
定
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
六
五
号
、
一
九
二
八
年
五
月

二
七
日
。
前
掲
『
メ
ー
ザ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
資
料
集
』
五
〇
頁
）。

（
269
）	

「
お
役
人
気
分
で
い
ゝ
気
な
も
の
／
図
に
乗
た
図
書
館
員
の
言
動
に
全
学

生
ひ
ど
く
憤
慨
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
六
七
号
、
一
九
二
八
年
七
月
五
日
。

同
右
、
五
三
頁
）。

（
270
）	

「
図
書
館
規
定
を
改
正
し
校
友
に
も
解
放
／
一
般
学
生
の
研
究
に
も
便
利

／
新
図
書
も
多
数
到
着
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
七
一
号
、
一
九
二
八
年
一

一
月
三
日
。
同
右
、
五
五
頁
）。

（
271
）	

前
掲
「
諸
規
定
（
内
規
）」
六
三
八
頁
。

（
272
）	

前
掲
「
大
学
の
図
書
館
は
其
の
計
度
器
／
学
生
の
要
求
を
一
向
に
満
た
さ

な
い
メ
ー
サ
ー
図
書
館
」
四
四
頁
。

（
273
）	

「
筆
頭
は
文
学
書
一
番
少
い
宗
教
書
／
貸
出
は
益
々
殖
え
る
一
方
／
最
近

の
図
書
館
の
調
べ
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
七
二
号
、
一
九
二
八
年
一
二
月

五
日
。
前
掲
『
メ
ー
ザ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
資
料
集
』
五
六
頁
）。

（
274
）	

「
図
書
館
ニ
ュ
ー
ス
／
最
近
の
耳
寄
り
な
話
二
三
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第

六
九
号
、
一
九
二
八
年
九
月
二
五
日
。
同
右
、
五
四
頁
）。

（
275
）	

前
掲
「
筆
頭
は
文
学
書
一
番
少
い
宗
教
書
／
貸
出
は
益
々
殖
え
る
一
方
／

最
近
の
図
書
館
の
調
べ
」
五
六
頁
。

（
276
）	

「
多
く
読
ま
れ
る
横
綱
は
哲
学
書
／
文
学
書
の
進
出
を
物
語
る
／
図
書
貸

出
数
調
査
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
八
八
号
、
一
九
三
〇
年
五
月
一
五
日
。

前
掲
『
メ
ー
ザ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
資
料
集
』
六
五
頁
）。

（
277
）	

「
時
勢
を
語
る
社
会
科
学
書
／
没
落
し
た
哲
学
も
の
／
本
学
図
書
館
の
調

べ
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
九
九
号
、
一
九
三
一
年
四
月
二
八
日
。
同
右
、

七
〇
頁
）。

（
278
）	
「
学
生
吸
引
策
に
図
書
館
大
奮
発
／
ブ
ロ
ー
ズ
イ
ン
グ
・
セ
ク
シ
ヨ
ン
を

備
ふ
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
一
五
号
、
一
九
三
二
年
九
月
二
二
日
。
同

右
、
八
三
頁
）。
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（
279
）	

「（
警
笛
）
頭
を
悩
ま
す
図
書
館
策
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
一
七
号
、

一
九
三
二
年
一
一
月
一
七
日
。
同
右
、
八
五
頁
）。

（
280
）	
「
図
書
館
の
夜
間
開
放
／
日
土
を
除
く
毎
夜
八
時
半
ま
で
」（『
立
教
大
学
新

聞
』
第
八
一
号
、
一
九
二
九
年
九
月
二
二
日
。
同
右
、
五
九
頁
）。「
大
人
気

の
夜
間
開
館
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
八
二
号
、
一
九
二
九
年
一
〇
月
一
五

日
。
同
前
、
六
〇
頁
）。

（
281
）	

「
夜
間
開
館
は
廃
止
／
利
用
者
僅
小
の
た
め
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
八
五

号
、
一
九
三
〇
年
一
月
一
五
日
。
同
右
、
六
四
頁
）。

（
282
）	

「（
警
笛
）
夜
の
図
書
館
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
二
三
号
、
一
九
三
三

年
五
月
一
五
日
。
同
右
、
九
一
頁
）。

（
283
）	 “H

ow the Library is used in the E
vening”

（「
ス
パ
ッ
ッ
ク
マ
ン
・
オ
ー

ヴ
ァ
ト
ン
文
書
」N

o. 13410

）。『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
一

巻
、
六
三
六
頁
所
収
。
た
だ
し
、
資
料
集
で
の
資
料
名
と
し
て
記
載
さ
れ
て

い
る“

R
eport of the A

cting Librarian, February-N
ovem

ber”

と
、
本
書

で
引
用
し
た“H

ow the Library is used in the E
vening”

は
別
資
料
。

（
284
）	

立
教
大
学
「
昭
和
十
六
年
度
私
立
大
学
年
報
」（「
昭
和
六
年
度
起
学
事
年

報
報
告
綴
（
二
）」）。

（
285
）	

「
米
国
か
ら
洋
書
四
千
冊
／
図
書
館
着
々
充
実
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
六

巻
第
一
号
、
一
九
四
〇
年
一
月
二
八
日
。
前
掲
『
メ
ー
ザ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

資
料
集
』
九
五
頁
）。

（
286
）	

「
図
書
館
だ
よ
り
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
六
巻
第
二
号
、
一
九
四
〇
年
五

月
二
八
日
。
同
右
、
九
七
頁
）。

（
287
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
〇
年
四
月
一
一
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
三

頁
）。

（
288
）	

「
図
書
館
の
新
機
軸
／
本
邦
最
初
の
オ
ー
プ
ン
制
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第

一
号
、
一
九
四
一
年
一
〇
月
一
日
。
前
掲
『
メ
ー
ザ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
資
料

集
』
一
〇
四
頁
）。

（
289
）	

前
掲
「
再
び
図
書
館
に
呈
し
て
猛
省
を
促
す
」
二
七
頁
。

（
290
）	

「
図
書
館
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
二
六
号
、
一
九
四
三
年
一
一
月
一
〇
日
。

同
右
、
一
一
一
頁
）。

（
291
）	

「
図
書
館
雑
報
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
七
巻
第
八
号
、
一
九
四
一
年
六
月

七
日
。
同
右
、
一
〇
一
頁
）。

（
292
）	

閲
覧
課
「
開
館
日
数
入
館
者
数
貸
出
冊
数
統
計
」
一
九
四
七
年
六
月
一
五

日
（「
貸
本
圖
書
月
表
」
立
教
池
袋
図
書
館
所
蔵
）。

（
293
）	

前
掲
「
貸
本
圖
書
月
表
」。

（
注　

第
三
章
）

（
1
）	

内
閣
府
『
災
害
教
訓
の
継
承
に
関
す
る
専
門
調
査
会
報
告
書　

一
九
二
三

関
東
大
震
災
』（
内
閣
府
、二
〇
〇
六
年
）http://www.bousai.go.jp/kyoiku/ 

kyokun/kyoukunnokeishou/rep/1923_kanto_daishinsai/index.htm
l

（
2
）	 The Spirit of M

issions, O
ctober 1923, pp. 645-646.

（
3
）	 SM

, O
ctober 1923, p. 710.

（
4
）	 SM

, O
ctober 1923, pp. 647-651.

（
5
）	 SM

, O
ctober 1923, pp. 653-657.

（
6
）	 SM

, O
ctober 1923, p. 693.

（
7
）	 SM

, N
ovem

ber 1923, pp. 717-721.
（
8
）	 SM

, O
ctober 1923, p. 693.

（
9
）	 SM

, O
ctober 1923, p. 694.

（
10
）	 SM

, O
ctober 1923, p. 695.

（
11
）	 SM

, O
ctober 1923, pp. 696-697.


